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ベトナム農村の衣服調査から 染色を中心に
環境デザイン学科 教授 下村久美子
1.はじめに
本研究は，国際文化研究所のプロジェクトとして2005年から実施
している「ベトナム伝統農村集落地域比較研究と保存」についての継
続的調査の一部で，服飾部門として谷井，猪又，小原，下村の4名が
参加している。調査期間は2005年から2012年まで，毎年1～2回，
3日から10日間の日程で行った。調査先は図1に示すとおり，北部
はハノイの西北部に位置するハタイ省ドゥオンラム村，中部はフエに
近いトゥアティエンフェ省フォックティック村，南部はホーチミン
市の東35kmに位置するドンナイ省ニョンチャック県フーホイ村と
メコンデルタに位置するティエンザン省カイベー村の4地区である。
調査内容は，伝統的な衣服を中心に，日常着や晴れ着，祭礼衣装な
ど，衣服の名称や形態，着装方法，素材，染色についてである。今回報告した ・染色について・は，現在い
ずれの村でも染色をおこなっていないため，染色をした経験の有無や，伝統的な染色方法，染色材料，染色
に関する知識について調査した。調査方法は聞き取り調査を中心として，衣服の写真撮影，採寸をおこなっ
た。これらの結果は，国際文化研究所紀要にて報告している。本研究会では，これらの結果の中から，伝統
的な染色方法である植物染料による染色を中心に，染色に使用した材料，染色方法について，聞き取りから
得られた結果と，実際に染色を再現（ドゥオンラム村）した結果，およびこの再現によって得られた染色布に
ついて顕微鏡観察および堅ろう度試験を実施した結果を報告した。
2.報告内容
21 各村の伝統的な染色について
1）北部 ドゥオンラム村
衣服を染色するために，クーナウ（CuNau 図2）という塊根を利用し
た染色法が約60年前まで利用されていた。染色方法は，クーナウの固い
表面の皮をおおよそ削いだ後，水中にて細かくすりおろし，この液をこし
て染液とする。この液にあらかじめ水洗いしておいた綿布を1～2分浸し
た後，藁をしいた床に広げて干し，天日にさらす操作を繰り返す（図3）。
このように染液に浸しては干す作業を繰り返すこと（重ね染め）で徐々に
濃い茶色になっていく（図4）。この方法で染色した布は天日にさらされた
方（表）が濃く，日光があたらなかった裏面は表面に比較して薄い色を呈
する（図5）。さらに，この布を黒色にする場合は，布上に泥を塗り付けて
30分ほどおき，水洗いする。植物を使用する染色では，ほとんどの場合
色素を加熱抽出するのが一般的であるが，ドゥオンラム村でのクーナウを
使用した染色は，加熱することなく染色できることが特徴である。
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図1 ベトナム農村の衣服調査 調査先
図2 クーナウ（CuNau）
図3 クーナウによる染色
2）中部 フォックティック村
聞き取りの結果，何種類かの植物を使用して，茶系統の染色をしていた
ことがわかった。染色に使用する植物および，染色方法は以下の通りであ
る。
赤茶色にする場合は，ヴォダー（VoDa），茶色はシム（Sim）を使用
する。これらの植物を煮だして染液とする。染色回数は1日3回程度，衣
服を染めては干すという作業を繰り返し，約5日間かけて好みの色に仕上
げる。黒色にする場合，さらに布に泥をもみ込み仕上げる。この工程は
1回のみであるが，布が丈夫になる。
黒色にするための方法は，クァォ（Quao），バン（Ban 図6）の木の枝
葉とともに川の泥を染液中に入れて煮だし，染色後生茶葉を砕いて入れた
液に浸し，色止めをする場合もあった。伝統的な染色に使用する植物は，
身近にある植物を使用するのが一般的である。フォックティック村で使用
された植物染料は，北部ドゥオンラム村と同様にクーナウを使用した場合
が1例あったが，ほとんどの植物染料は次に示す南部とは違うものを使用
していた。黒色にする場合に，植物色素を抽出する染浴に泥を入れて染色
すること，色止めの方法として生茶葉を使用すること，また，布状ではな
く汚れた衣服を再利用するための染色であった点に特色がある。
3）南部 フーホイ村
先行調査では，ラーバン（LaBang）， ヴォチャムバォ（VoTram
Bau），チャイマックヌァ（TraiMacNua）を使用したことが報告さ
れている。現地での聞き取り調査から，染色材料として，ブン（Vung
図7）の木の皮やタンバオ（TranBau）を煮だし，この液に衣服を浸して
染色していたことがわかった。また生活が苦しい時代には，麻袋を服に仕
立てて使用する場合があり，煮沸して染色することにより，付着している
虫を除去する目的もあったようだ。
4）南部 カイベー村
カイベー村はメコン川流域であり，4地区の中では最も染色に関する情
報が多く得られた。染色方法は以下のとおりで，さまざまな材料と染色方
法がある。以下染色方法①～④に染色材料，染色方法，染色して得られる
布の色を（ ）内に記す。ここに示すとおり，染色して得られる色は，い
ずれも茶色から黒っぽい茶色である。
染色方法①:チョムチョム（Chom Chom 図 8），コーマック（CoMuc
図9），ボーケイサン（VoCaySam 図10）を入れて煮る。この液が冷
めた後，染める服を入れ，30分～1時間浸した後，濡れた状態で川の泥
に1時間浸けてから取り出し，水洗，乾燥する。泥に浸ける理由は，
発色と色止めのためである。（泥に浸ける前は茶色，泥に浸けた後は黒っぽ
い茶色）
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図4 クーナウによる染色布（重ね染め）
図5 クーナウによる染色布（表裏）
図6 バン（Ban）
図7 ブン（Vung）
図8 チョムチョム（ChomChom）
図9 コーマック（CoMuc）
染色方法②:湯にカウ（Cau 図11）の実を砕いて入れ，こしてやや冷や
し，布または服を入れる。（焦茶色）
染色方法③:バンラン（BaugLaug）の実と皮を砕いて水に入れ沸騰させ，
この液を網でこして冷ました液に布または衣服を入れ，30分間浸し染
色する。さらに灰汁で洗濯し水洗，乾燥する。（焦茶色）
染色方法④:湯にタムバオ（Tram Bau）を入れて沸かし，この湯に服，泥
を入れて染色後，水洗，乾燥する。（薄茶色）
カイベー村はメコンデルタ地帯で，クメール文化の影響を受け染色が盛
んにおこなわれていたと考えられる。北部，中部に比べて染料として使用
された植物が豊富である。染色方法は，加熱によって植物色素を抽出し，
色を濃くする場合に泥を媒染剤として使用する点は，他の地域と同様であ
った。
22 クーナウによる染色布について
2009年3月に，クーナウを用いた伝統的な染色を再現することができ
た。この染色布について，顕微鏡観察，測色，堅ろう度試験をおこなった
結果を報告した。この染色布の顕微鏡観察結果は図121，2に示す。表布
の表面に付着している塊が観察できる（図121）が，裏面には塊は観察で
きない（図122）。日光にさらすことで色素が変化し布に固着していると
考えられる。L*値を測色した結果，染め重ねによって次第に濃くなりL*
値が低下することがわかる（図13）。またこれらの染色布について，JIS
染色堅ろう度試験方法に準じて，洗濯，耐光，摩擦，汗試験を実施した結
果を図14，15に示す。クーナウのみでの染色では2級を示す項目もある
が，クーナウ＋泥染めはいずれの堅ろう度も45級と高い値を示した。
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図10 ボーケイサン
（VoCaySam）
図11 カウ（Cau）
図121 クーナウ染色 表
図122 クーナウ染色 裏
レンズZ20:X100
500.00μm
レンズZ20:X100
500.00μm
図13 クーナウ染色によるL*値の変化
（No.18は重ね染めによる変化，No.9はクーナウ＋泥染めを示す）
図14 クーナウ染めによる染色布の
堅ろう度試験結果
図15 クーナウ＋泥染めによる染色布の
堅ろう度試験結果
3.おわりに
ベトナム北部，中部，南部の伝統的な染色について以下のことがわかった。
1）合成染料が利用される以前の伝統的な染色に利用される植物は，一般に近隣で入手可能な植物が用いら
れる。本研究の対象である各村で染色材料となる植物には地域差が認められた。染色材料や染色方法は
個々に違いがあるが，いずれも植物性タンニン色素を利用するため，染色して得られる色は薄茶色，茶
色，焦茶色，または泥を媒染剤として利用し，黒色であることは共通していた。
2）北部ドゥオンラム村で使用されたクーナウは，合成染料が流通するまではハノイ近辺の貴重な輸出品と
して重要視されていた。調査対象であったドゥオンラム村では，クーナウを使用した染色法について多
くの村民が知っており，高齢女性はこの染料で染めた衣服を所持している場合が少なくない。
3）北部では布状で染めていたが，中部，南部では汚れた衣服を染め直す目的で，衣服の状態で染める場合
が多かった。
4）中部フォックティック村は，染色材料として木の皮や幹，または木の実を使用していた。古い衣服は廃
棄し，植物染料で染めた衣服は所持していない。これは南部も同様であった。
5）南部フーホイ村では染色に関する先行調査がおこなわれていたが，聞き取りでは違う染色材料が確認で
きた。カイベー村はメコン川流域でクメール文化の影響を受けており，染色材料および染色方法は多様
であった。
6）植物染料による染色以外に，中部，南部では染色業者が行商にきて衣服をその場で染めるか，または持
ち帰って染色していた。この業者に注文したことのある村民も多かった。
ベトナムの染色に関する資料は少なく，これらについては資料を収集，整理，保存する必要がある。
平成25年2月20日
村上の地域住民によるまちづくり活動について 村上町家商人会の取り組み
環境デザイン学科 助教 内田敦子
近年，全国各地でまちづくりの意識が高まり，10年ほど前から，政府による各地域でのまちづくり推進
事業が進められてきた中で，各地域で行われている新しいまちづくりの試み，また取り組んでいる事例につ
いて，多くの調査，研究が進められている。
本研究は，各地域で取り組まれているまちづくりを持続的なものとするための基礎的な研究である。特に
地域住民が中心となって取り組んでいる，観光を主たる目的としたまちづくりのためのイベントに着目し，
そこに参加する地域住民や地域外からのボランティア，観光客などとのコミュニティを核とした持続的なま
ちづくりのシステムについて研究を行っている。
現在，地域住民によるまちづくり活動が成功し，さらに10年以上持続して行われている新潟県村上市の
事例について研究を行っているが，調査，研究目的について以下に示す。
1.住民によるまちづくり組織である「村上町家商人会（むらかみまちやあきんどかい）」（以降，商人会と表記す
る）の持続的な活動の背景と実態について検証する。
2.商人会が取り組んでいるイベント等の活動について，参加店および住民の評価と活動への関心について
検証する。
3.商人会が取り組んでいるイベント等の活動について，成功の要因の分析とその効果について検証する。
4.調査対象者の性別，家族構成などの属性や村上以外での生活経験の有無とまちづくりに対する意識の関
―73―
係性について調査する。
5.これまでの村上地域のコミュニティの状況を把握し，イベント開催による新しいコミュニティの形成の
状況について検証する。
6.以上の結果を踏まえ問題点を抽出し，今後の村上のまちづくりの方向性について考察する。
新潟県の北端に位置する村上市は，昭和30年前後，旧岩船郡村上町と周辺の町と合併し旧村上市となり，
平成20年に旧村上市と荒川町，神林村などとの合併により，現在の村上市となった。なお，今回調査対象
としている地域は旧岩船郡村上町に当たり，以降，村上と表記する。
村上はかつて村上藩の城下町として栄えたが，戊辰戦争や大戦の戦災から逃れ，村上のまちには武家町，
町人町，寺町，城跡が残っている。村上の中心市街地であるかつての町人町には現在でも町家が200余り残
っているといわれている。その旧町人町では380年の歴史をもつ村上大祭が毎年7月6，7日に開催され，
19町内が参加している。おしゃぎりとよばれる屋台を笛や太鼓などのお囃子と村上甚句を謡いながら上下
左右にうねりながら曳き，まちを練り歩く祭りである。祭りには子供から年寄りまでそれぞれの役割をもっ
て参加している。祭りの前には町内ごとに住民が集まり，笛や太鼓，お囃子の練習をしながら大人から子供
までの縦のつながりが強くなっていく。
その村上でも他の地方都市と同様，中心市街地の衰退が進む中で，平成10年に町屋の内部を公開するこ
とに賛同した22店舗によって商人会が結成された。まず，生活空間である町家の内部を1年を通して公開
する取り組みからスタートした。そこで春には「人形さま」，秋には「風」を展示するイベントが始まっ
て10年以上経過している。さらに住民が中心となって取り組んでいる町家の外観再生や景観再生のプロジ
ェクトなど，村上でのこれらの取り組みが全国から注目されてきている。
調査方法は，インタビュー調査とアンケート調査を並行して行い，インタビュー調査では調査対象者の属
性や村上以外での生活経験の有無，また村上のまちの現状，祭りなどの文化や歴史，日常生活など一般的な
内容と，まちづくりに取り組む商人会とその活動，まちづくりの意識などについて調査を行った。アンケー
ト調査はインタビュー調査の項目について統計的に状況を確認するために行った。商人会を含めたイベント
参加店および他の村上市民を対象に実施し，イベントに対する意識や行政との関わり方への意識，イベント
前後の人のつながりやまちづくりへの意識の変化などについての比較を行うことを目的とした。調査の概要
は図1の通りである。
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インタビュー調査①
アンケート調査
参加店
アンケート調査
村上市民
インタビュー調査②
対象者
商人会
参加店
市民
商人会
参加店
市民
商人会
参加店
市民
実施日 2011.6～12 2012.3 2012.5 2012.5～（継続中）
件数 25 72 91 3
回答数 41 22
回答率 ― 56.90％ 24.20％ ―
実施方法
質問項目有
場所:対象者の店舗もしくは
自宅等
調査時間:30分～90分程度
無記名回答
配布:対象者に直接配布
※人形さまイベント参加店
説明会もしくは各店舗に
て配布
回収:郵送
無記名回答
配布:対象者に直接配布
※地元協力者に依頼
回収:郵送
質問項目有
場所:対象者の店舗もしくは
自宅等
調査時間:30分～90分程度
図1 調査概要
引き続き，村上での調査を進める予定であるが，現段階で明らかになった事項の概略を示す。
1.商人会の持続的な活動の背景と実態
商人会への参加条件として，活動の趣旨に賛同した旧町人町の住民としている。また個人ではなく，店舗
（町家）単位での参加とし，現在，約80店舗のうち28店舗が参加している。イベントプロジェクトの運
営について，イベントの企画運営に携わっているのはコアメンバーの10名程度で，その参加については
個々人の活動の可能な範囲とし，得意分野での活動を行っている。会議の方法については，イベント開催後
に会合を行う程度で全員が集まる機会はほとんど設けていない。また普段の連絡方法はメーリングリストを
利用している。他の地域の視察やまちづくりの勉強会などは個人で参加している。
2.商人会が取り組んでいる活動の評価と関心
商人会が取り組んでいるイベントに対する参加店からの評価は高い。イベントへの参加意識が高く，他の
イベントについてもボランティアとしての参加度が高い。しかし他の地域住民をみると，商人会が取り組む
イベントへの参加度が低く，ボランティアとしての参加度も低いが，市や他の団体が主催するイベントへの
参加やボランティアとしての参加度は高い。これは，商人会が取り組むイベントの活動範囲が旧町人町に限
られていることが要因のひとつであると考えられる。
3.商人会が取り組んでいるイベント等の活動について成功の要因とその効果
成功の要因について，以下の3点が考えられる。
1）もともとあった，まちの資産を活用できた
2）まちづくり，まち歩きがブームとなった時期とイベント開始時期のタイミングが合った
3）商人会という組織の結成とその取り組みなど運営方法が成功した
イベントの効果については，以下の4点に集約できると考えられる。
1）眠っていた資産の再活用
2）観光客の増加による経済効果
3）各店舗がイベントをきっかけに商品開発を行うなどの新規事業の展開
4）コミュニティの広がりやまちづくりに対する意識の向上など，まちの活性化効果
4.村上以外での生活経験とまちづくりに対する意識の関係性
インタビュー調査によると商人会のメンバーのほとんどが一度村上を離れ，特に東京など大都市での生活
を経験している。家業を継ぐなどの理由から，外で修行や見習いを経験して村上に戻って来る。また家が自
営業を営んでいたり地元での就職先が決まっている人の場合，専門学校や大学に進学し，数年ほど就職した
後に戻って来るという意識が強い。一度，村上を離れて生活することにより，それまで気づかなかった村上
の生活や文化，また自然環境の豊かさなど，あらためて評価している。また，村上を外からの視点でみるこ
とができる人を取り込んでまちづくりを進めていきたいという意見とそうではない意見があり，それは商人
会の中でもみられた。
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5.新しいコミュニティの形成
村上では昭和20年頃まで武家の侍学校と町人の町学校，役場も侍役場と町役場に分けられていたといわ
れるほどに，歴史の面影を色濃く残しており，独自の文化を育んだ地である。さらに旧町人町に住む60代
以上の住民は子供の頃の遊び場も町内ごとに決まっていたこともあり，町内ごとのつながりが強い。さらに
旧町人町の住民は祭りによるコミュニティが確立されているためイベントが開催される以前からそのつなが
りは強い。イベント開催後，その範囲は広がり，新たなコミュニティの形成がみられた。一方で参加店以外
の住民についてはイベント前後のコミュニティの変化はほとんどみられなかった。村上以外の地域とのコミ
ュニティの形成については，参加店では消極的で保守的であったが，参加店以外の地域住民はやや積極的な
傾向にあり，他の地域との連携の必要性を感じている。
6.問題点の抽出と今後の村上のまちづくりの方向性
現在までの分析考察の結果，着目すべき問題点として以下の6点が考えられる。
1）観光客の増加に対するまちの各所の整備が不十分である。
2）イベントの趣旨として「変わらない。変えないこと。」としているが，一方でイベントのマンネリ化を感
じるなど意識の違いがみられる。
3）参加店と他の地域住民との間にイベント効果の偏りがみられる。
4）旧町人町や参加店だけでなく，他の地域住民や周辺地域および他の地域，また行政との連携が十分にと
れていない部分がある。
5）商人会や参加店以外にまちづくりに関心をもつ若年層との連携ができていない。
6）商店街が観光客相手の店舗に変化し，住民が利用しやすい店舗が減少している。
以上の問題点を改善していくことで，今後も持続的な村上のまちづくりが行われると考える。
以上の6点についての状況の詳細を把握し，今後の取り組みに着目して，さらに研究を進めていきたいと
考える。
今回の調査で村上のまちづくりの現状，またその成功要因や効果について，ある程度把握することができ
た。引き続きアンケート調査およびインタビュー調査の分析を進め統計的な分析を行い，インタビュー調査
を行いながら今後の村上の持続的なまちづくりについて探りたいと考えている。また比較研究として，村上
と同じように地域住民が取り組んでいる他の地域のまちづくりの事例について調査，研究を進めたいと考え
ている。
―76―
